
薬理と治療 (2002.11) 30巻Suppl.2:S369～372.

【肝病態生理研究のあゆみ】
Concanavalin A(Con A)誘発マウス肝障害モデルにおけるNSAIDsの効果

岡本 聡, 玉木陽穂, 伊藤 拓, 横浜吏郎, 岡田充巧, 麻生
和信, 中村公英, 牧野 勲, 米田政志



EffectofNSAIDsonConcanavalinA-inducedLiverInjuryinMice

15．ConcanavalinA（ＣｏｎＡ）誘発マウス

肝障害モデルにおけるNSAmsの効果
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デルが報告されている3~5)。本モデルにおいてわれ

われは，TNF一α，ＩＦＮ－ｙなどの炎症性サイトカイン

のほか，TNF-αによって誘導されるマウスＣＸＣケ

モカインであるmacrophageinflammatoryprotein－２

(MIP-2）と多核白血球が肝細胞障害発症に関与して

いること，抗凝固剤であるantithrombinⅢ（AT-m）

がprostacyclin産生を介して肝障害発症を抑制する

ことを報告した6,7)。

今回，ＣｏｎＡ肝障害モデルに対するNSAIDsの効

果とサイトカイン，ケモカイン産生能に対する影響

はじめに

nonsteroidalanti-inflammatorydrugs（NSAIDs）は

種々の炎症性疾患や感染症に対する解熱鎮痛剤とし

て汎用されている。一方，本剤の副作用として消化

管粘膜障害や肝障害などが報告されているが，肝障

害発症機序については不明な点が多い1.2)。最近，

Tiegsらにより，マウスにconcanavalinA（ＣｏｎＡ）

を静脈内投与することにより，Ｔ細胞を活性化し，

サイトカイン産生元進を介した，免疫学的肝障害モ
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